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4log 22 + ＝ 24)3
4(log 2 ×  
＝ 32log2  
＝ 52 2log  

































































知識タイプ         知識の質 
             浅い     深い 
手続き的      手続き的知識の    ？ 
               共通の用法 
概念的             ？     概念的知識の 









































知 識 の 再 概 念 化 に 対 し て の 反 応 に ，












































































































・ ix ±= 1  
・ xi <±1  
・ xiix <+−< 1,1  





























  A       B       C      D 
たて×よこの たて×よこの たて×よこの たて×よこの  
式が使える  式が使える  式が使える  式が使える 
       単位面積の  単位面積の  単位面積の 
       いくつ分が  いくつ分が  いくつ分が 
       想起できる  想起できる  想起できる 
              普遍単位が生 普遍単位が生 
              み出された過 み出された過 
              程がわかる  程がわかる   





















については B 階層よりも C 階層が深く，C 階

















礒田(1999)は，「(略) 2 は 1.4142 であり，









礒田(1999)は，「 32 × の近似値を求めた
いならば， 32 × の近似値を求めなさい。
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